
　　　　　　　本校の学校評価の項目
　　　　　　　　　　１　重点目標に関すること
　　　　　　　　　　２　指導部に関すること
　　　　　　　　　　３　特色ある教育に関すること
　　　　　　　　　　４　その他の重点項目について

１　重点目標に関すること　　　　　　　　 ５：大変よくできた　４：よくできた　３：できた　２：あまりできなかった　１：大変できなかった

自己
評価

学校関
係者評

価

　・主体的に学習に取り組む態度が身に付いた児童

3 3.2

　・基本的な生活習慣を身に付けた児童
　・体力の向上を図り、健康で安全な生活ができる児童

3.3 3.6

　・相手の身になって考え・行動できる児童
　・協力して温かな人間関係を作ることのできる児童
　・感動する心をもった児童
【本年度の取り組み】
・仲よし活動、道徳の授業とも関連させながら、相手意識や規範意識を大切にすることを
指導してきた。　＊仲よし活動＝１～６年生による異学年集団活動の意
・日頃より、自分よし、相手よし、みんなよしの「三方よし」を意識するよう指導した。

令和４年度　常葉大学教育学部附属橘小学校　学校評価書

評価項目 学校関係者委員会の意見

☆　確かな学力　（林）

3.4 3.4

　・基礎的な知識・技能を身に付けた児童

　・思考力・判断力・表現力等の能力を付けた児童

【本年度の取り組み】
・「聴く」「話す」「つなげる」ということをキーワードにし、全学年が基礎的な知識・
技能を身に付けられるように指導した。
・調べ学習や協働学習、表現活動などでICTを有効に活用した。
・主体的に学べるように既習事項のいかし方を指導した。

学校教育目標　　「生きる力を互いに高めあう児童の育成～三方よしの実践を通して～

重点目標

（林）
（山本祐）
（二村）

【来年度の改善策】
・教師や大人が見ている前だけしっかりやるだけでなく、教師がいない時間なども落ち着いて生活できるように日頃から指導する。
・道徳や読書を通して、相手への心遣いの大切さを訴えていく。
・自分の主張だけでなく、みんなの意見を尊重できるように話し合い活動を通して学ばせる。
・道徳や学級で、事例を通してソーシャルスキルを学ぶ指導をし、協力するよさを実感させる。必要な子には外部機関と連携して対応する。

【来年度の改善策】
・時間を守る、整理整頓など生活習慣のあり方を振り返りながら、重点的に指導していく。
・食育について学ぶ機会も持てないか検討していく。
・友達とのかかわり方などにつながるソーシャルスキルや前向きに物事をとらえていく心をはぐくむ指導を意識的に取り入れていきたい。（５色ソーシャル
スキルかるたなど）
・給食の量など、給食センターと連携していく。

☆　豊かな心　　（二村）

・学習態度の原因がどこにあるのかの分析は、非常に
重要だと考えます。
・コロナ禍3年目となり、教員・生徒ともにICT利用に
慣れ、効率よく学力向上ができたと思われます。
・学力差の解消に繋がる具体的な働きかけや取り組み
が行われるとよいと思います。
・特別な支援を必要とする児童は年々増えてきていま
す。個の特性に応じた対応を考えてもらいたい。
・個々の到達度を把握し、個への対応だけでは難しい
ところは家庭と連携をとっていかなければならない。
・子供の学習態度について「怠惰」としてしまうのは
危険な気がします。その背景にどんなことがあるのか
を理解し、丁寧な個別対応が必要と思います。難しい
ことは十分理解していますが、子供の側に立った関り
が大切だと考えます。
・ICTの活用は、今の教育に欠かせないものとなって
います。自由進度という言葉も耳にしますが、デジタ
ルドリル等の活用を研究していかなければなりません
ね。

・昼休みなど、児童自ら校庭に出て運動している姿が
見られました。
・児童自身がその必要性を感じなくては大人の手がい
つまでも必要となる。食はその児童の一生に関わって
くるので食育について学ぶ機会を作ってもらいたい。
・基本的な学習習慣ができているかの調査や家庭との
連携が具体的に示されると良い。
・飽食の時代、子供たちに食について考えさせること
はとても大切ですね。コロナ禍で会食の楽しさを味わ
わせることが大変でしたが、今後緩和しながら、いろ
いろな角度から食について考えさせることができれば
と思います。

・三方よしに結びつけられた指導の継続を、今後も大
切にして欲しいと思います。
・概ね達成できているように感じますが、一部で問題
が起きている事例も聞いています。
・授業や読書を通しての学びもあると思うが、場面場
面で知らせていかなければ、自分のこととならない。
・仲よし活動は引き続き行ってほしい。・
三方よしの精神や異学年間の交流が具体的に示されて
いる点が良い。
・「三方よし」や「江戸しぐさ」など、古くから大切
にされてきたことは、これからの社会でも同様です
ね。引き続き御指導ください。

【本年度の取り組み】
・時間を意識して生活できるように指導を行った。
・給食を残さず食べられる児童が増えてきた。
・朝や昼休みの時間に進んで運動ができるよう指導した。

【来年度の改善策】
・「個人の学力差」の問題は長い間の課題となっているが、ここ数年は「個人の学習態度」にも大きな差があるように感じる。この学習態度の差は特別支援
を必要とするものから怠惰によるものまで、その理由も幅広いので対応が難しい。当然、学習態度の差は学力差に直結するので、保護者や特別支援教育機関
と連携しながら取り組んでいく。

☆　たくましい心身　　（山本祐）



自己
評価

学校関
係者評
価

☆　生徒指導を学習指導、生活指導、特活指導の三領域で行う。

☆　生徒指導主任は学習指導、生活指導、特活指導の三領域会を運営する。

☆　生徒指導主任は学校のコロナ対応を担う。

☆　生徒指導主任はS職員会議を運営する。

　・ 話して（表現して）、つなげる。

　　　　「行きたい図書館、使える図書館」　　「つながる読書、つなげる読書」

☆　生活指導　　基本的な生活習慣が当たり前にできる。

　・笑顔（橘スマイル）で挨拶する。
　・校内では静かに歩く。

　・黙って集合、黙って解散する。

　・校内美化に努める。

  ・丁寧な言葉遣いができる。

☆　交通安全・防災指導　どこにいても自分の身は自分で守れるように行動できる態度と

　　能力を身に付ける。

　・交通安全指導員の協力の下、交通安全教室を実施する。

  ・スクールバス、ＪＲ、徒歩、送迎による登下校の指導を行う。

　・火災、地震の避難訓練を行い災害時に備える。　

　・不審者対応訓練及びそれに関する研修を行う。

☆　給食指導
　・食事に関する望ましい習慣を身に付ける。
　・会食をして望ましいマナーを身に付ける。
　・食事や栄養について正しい理解を深める。

【本年度の取り組み】

3.9 4

・コロナ禍ではあったが、ルールを守り安全に食事をとることができた。
・社会科とも連携して残飯を減らす努力ができた。

【本年度の取り組み】
・交通安全教室、避難訓練などを計画的に実施することができた。

　・学力差をなくす。
　・家庭学習の習慣づけと質の向上

評価項目

学習指導
（林）

・家庭の問題でもあるが、学力差については改善の余
地があると思われます。
・単元別に、いつまで・何を・どこまで習得させるか
の明示することが必要かと思います。
・特別な支援を必要とする児童は年々増えてきていま
す。個の特性に応じた対応を考えてもらいたい。
・個々の到達度を把握し、個への対応だけでは難しい
ところは家庭と連携をとっていかなければならない。
・どのくらいの学力差が生じているのか、データに基
づいた分析が示されると良い。

・読書の習慣化は、非常に大切な取り組みだと思いま
す。
・多くの児童が図書館に出入りする姿を見ており、読
書が習慣化されていると感じました。
・読書ばなれに対する対応をお願いしたい。
・学校を上げての読書推進が根付いていると感じる。

【本年度の取り組み】
・コロナ対応はよかった。しかし、時間とともに児童の意識は薄れてきたので改めて指導
した。

3.2 3.4

・情報共有の大切さを今後も確認してほしいと考えま
す。
・コロナ対応については、徐々に通常に戻すなどしっ
かりとした計画に沿って行われていると感じました。
・コロナ対応以外の取り組みに関する記載が少ないと
感じる。
・同一支援を大事にしていくとともに児童を多面的に
とらえ指導してほしい。
・コロナを機に健康について考える良い機会になった
と思います。感染症はこれからも新しいものが出てく
るでしょうし、自分の健康を考えさせていくことは続
いていくと思います。

生徒指導
（二村）

【来年度の改善策】
・蔵書数に対して図書館が狭くなってきたので、利用者にわかりやすい配架を目指すとともに利用者の読書スペースを提供するため空き教室を暫定的に活用
する。

☆　学習指導　　学びの基本をしっかりと身に付ける。「聴いて・話して・つなげよう」

２　指導部に関すること

学校関係者委員会の意見

・幼稚園でも日頃から挨拶に力を入れているので、小
学校でも弾き続けてくださることで、非常に力強く思
います。
・繰り返し指導するるとともに言われたからやるので
はなく、児童が自ら行えるようにしたい。
・良い表れをしっかりと認めていきたい。
・挨拶、落ち着いた行動、美化、言葉遣いなど、生活
指導の重点項目が具体的に示されていて良い。

　・学力調査の分析を学校から家庭に伝達する。
【本年度の取り組み】
・計画的に学年ごと「聴いて・話して・つなげよう」の学びの基本に向かって取り組むこ
とができたが、一部児童の学力をつけることができなかった。

【来年度の改善策】
・学力差をなくすという面で、学習の基本が身につくよう分かりやすい授業や個別指導などをする。また、家庭や特別支援教育機関と連携しながら取り組ん
でいく。

2.9 3

　・必要な内容を正しく聴き取る。

4.3 ４

☆　図書館指導　学校図書館への期待感をもたせ、良い図書館利用者の基礎を育てる。

【来年度の改善策】
・S職員会議は年2回とする。児童の様子は職打ちでその都度伝える。　＊S職員会議：生徒指導にかかわる職員会議の意
・コロナ対応については、共通理解を図るため月の反省で枠を設ける。
・新しい行動基準に沿ってコロナ対応の見直しを図る。
・三領域を学年部(１-２年部,３-４年部)で割り振り、情報共有し、仕事の効率化を図る。

【本年度の取り組み】
・喜んで図書館を利用できるように学校図書館だよりを発行したり、イベントを行ったり
計画的に取り組み成果を出すことができた。

3.5 3.6

3 3.4

【来年度の改善策】									
・朝のバスやJRでのトラブルは学校携帯に連絡させるようにする。

  ・本を読むことの楽しさを知り読書を習慣化する。
  ・図書館情報を活用し、自分の課題や疑問を解決する力を身に付ける。

・世界的な視点から食料事情を学ぶことは、とても意
味のあることと考えます。
・児童自身がその必要性を感じなくては大人の手がい
つまでも必要となる。食はその児童の一生に関わって
くるので食育について学ぶ機会を作ってもらいたい。
・大人からの一方的な指導ではなく、児童の心が動く
ようなものであってほしい。
・コロナ禍のため、食事指導に苦慮されたのではない
かと推察する。

・特に不審者対応など、いろいろなケースが発生して
おり、今後もしっかり対応していただきたいと思いま
す。
・広域の登校になるので安全面においては十分指導し
てほしい。
・もしもの時の対応も誰もが自分で考えできるように
願う。
・安全教育が計画的に行われていると感じる。

【来年度の改善策】
・朝礼や式、他の教室での授業などで移動する際、落ち着いて静かに移動することを指導する。
・休み時間など時間に余裕がなくて走る様子もあるので見通しを持たせることや時間にゆとりを持って生活する習慣づけをしていく。
・あいさつや言葉遣い、スリッパをそろえることは引き続き児童が進んでできるように指導をしていく。

【本年度の取り組み】
・あいさつを進んでできるように学年が学校全体で指導を行ってきた。
・月の目標を朝礼で確認することができた。

【来年度の改善策】
・食べ物の好き嫌い、偏食が目立ってきている。家庭とも連携をしながら少しずつでも改善できるように指導する。
・食育指導とともに食事のマナーについても指導をしていく。外部講師の方もお願いできるようにする
・コロナの感染状況を見ながら黙食の行い方も工夫していく。

生活指導
（山本祐）



☆　清掃指導　　
　・正しい清掃の仕方を身に付ける。
　・黙って働くことを通して学校をきれいにし、大切に使おうという心を育む。
　・師弟同行に努める。

☆　保健指導　　自分の身体に関心をもち，心身共に健康な身体をつくる。
　・規則正しい生活をする。
　・外で元気に遊ぶ。
　・身体・衣類の清潔に努める。
　・身体と心のバランスについて学ぶ。

☆　特別活動　　楽しい学校を主体的につくる。
　・児童の取り組みを通して、主体性を育む。
　・「ありがとう」や「思いやり」の気持ちを育てる。
　・クラス、学校全体の団結力を高めることで豊かな人間関係をつくる。

自己
評価

学校関
係者評

価

☆　英語に浸り、英語を楽しく使いながら、聞く、話す、読む、書く力をバランスよく
　　各学年に応じ身に付ける。
　・月ごとのテーマに基づいたコミュニケーション活動。
　・フォニックスを取り入れた文字と音の学習。
　・イギリスの絵本を使ったリーディング。

☆　感動するしなやかな心を育てる。

　・各学年に応じた演奏技術を身に付け，合奏する楽しさを味わう。

　・オーケストラ学習が，児童同士の良好な人間関係づくりに寄与する。

☆　各教科等で活用できる情報活用技術等を身に付ける。
　・各学年に応じた情報活用技術、情報倫理、プレゼンテーション能力を身に付ける。
　・ミニロボやマイクロビット等を使用してプログラミング教育を行う。

☆　書写で日本語の美しさに触れる。
　・各学年に応じた書写技術を身に付け，日本文化の素晴らしさを体得することができる。　

4 4.2

3.4

書写・書道
（加藤）

・日本の良さを感じ、発信できるようになってほし
い。
・記述からは具体的な取り組みが見えない。

3.5 3.8

【来年度の改善策】
・児童自身が前年度よりも成長したと感じられるような指導をする。
・基礎知識が定着するような手立ても取っていく。

3.5 4.2

【来年度の改善策】
・新しい楽器を発表する際は事前に学年教員とオーケストラ科コーディネーターで情報共有や打ち合わせを行い、発表の仕方や児童へのフォロー、保護者対
応などについて確認する。

3.2 3.4
【本年度の取り組み】
・掃除の行い方を指導した。
・全学級で掃除場所を分担し、校内美化に努めることができた。

【来年度の改善策】
・情報科だけでなく他の授業の中で主体的・協同的な学習活動が行える準備を進めるため、高学年より Google　Workspace for Educationを使用した授業を
展開する。

【本年度の取り組み】
・縮小ではあるものの、児童の思い出に残るような楽しい「たちばなふれあいまつり」を
開催できた。
・児童会活動のたちばなっ子大会を通して、クラスの仲を深めたり、児童に企画・運営す
る力をつけることができた。

3.5

３　特色ある教育に関すること

評価項目 学校関係者委員会の意見

・非常に先進的な取り組みが成されていると感じる。

・オーケストラは、継続の力を具現する、特色ある素
晴らしい活動だと思います。
・学年相応以上の演奏技術だったと思います。
・技術を身につけることも大事だが、一番は音楽が好
きになってほしい。また、ともに作り上げたという喜
びを感じてほしい。
・コロナ禍で、児童が全学年の演奏を聞くことができ
なかったこと、全体合唱ができなかったことが残念で
した。
・御校の特色教育の一つであるオーケストラ活動は今
後も継続していただきたい。
・この特色が、子供たちの情操教育に大いに役立って
いると思いたいですが、子供の本音も聞いてみたいで
す。

【本年度の取り組み】
・合奏する楽しさを味わったり、演奏技術を身につけたりすることができた。
・難しい曲に対しても意欲的に取り組めていた。

【本年度の取り組み】
・ビスケット・スクラッチ・ミニロボなど、プログラミングの授業を楽しみにしていた。
・行事の報告をプレゼンし、パワーポイントを身につけ、他教科とのつながりもあった。

【本年度の取り組み】
・各学年計画どおり実施できた。

【来年度の改善策】
・４，５，６年生は「全国書画展覧会」出品し成果を示したり今後の学習の糧にしたりする。

・聞く・話す力は身についていますが、書く力につい
ては若干不足しているのではないかと感じました。
・自分のものとなるよう習得し、活用できるようにし
ていってほしい。
・様々な活動を工夫しながら英語教育が計画的に行わ
れている点が良い。
・外国語が身近に感じることができるよう指導の充実
をお願いします。

【来年度の改善策】
・児童会役員を中心に、児童同士のきずながさらに深まるような活動を企画する。
・ふれあいまつりを今年度のように児童が楽しむことができるように企画・運営していく。

英　語
（白井）

【本年度の取り組み】
・各学年計画どおり指導できた。

3.4

・学校訪問時、昼休み等、外で遊ぶ児童が多くみられ
ました。
・早寝、早起き、朝御飯をはじめとする基本的な生活
習慣は家庭との連携が必須。
・家庭の協力を呼び掛け、手を携えて子供を育てよう
としている点が良い。

・仲間との関わりをとおしての個の成長も、今後も支
えていただきたいと思います。
・たちばなまつりでは、ブースの拡張等、様々な対応
をしていただき感謝しております。
・児童が主体となり企画運営できる活動はよい。今後
も続けてほしい。

【来年度の改善策】
・黙働することの意義を児童にしっかりと伝える。
・掃除中、音を小さく流して聞こえるように静かに掃除するなど工夫しながら、児童だけでも黙働ができるように習慣化を目指す。
・掃除用具の管理、修繕を行い、用具の正しい使い方を指導する。

3.3

・校内は気になる汚れ等はなく、美化に努めていると
感じました。
・音楽を使うことは効果的だと思う。
・用具の使い方を知らない（実習生、若手職員）若者
が増えている。小さいころの体験は大事。

オーケスト
ラ

（池上）

情　報
（瀧）

特別活動
（渥美）

４

【来年度の改善策】
・心身ともに健康的な生活習慣について、保健の指導以外でも指導をし、おたよりなどでも、家庭へも訴えていく。
・運動をするなど上手に気分転換をして自分で心を安定させられるようにする指導をしていく。

3.6

【本年度の取り組み】
・早寝、早起き、朝ごはんなど正しい生活習慣を身につけられるように家庭にも訴えてき
た。

生活指導
（山本祐）



自己
評価

学校関
係者評

価

☆　学校の新しい生活様式にそった生活ができる。
　・マスク着用
　・手指の消毒
　・３密を避ける

☆　各教科ごと感染対策をとって授業を行う。
　・グループ、ペア活動は注意して行う。
　・家庭科、音楽、理科、オーケストラ学習は注意して行う。

☆　各行事、体験活動等は感染対策をとって行う。
　・一斉に全校児童が集まらない。
　・宿泊を伴う体験活動は宿泊先としっかり連絡を取り安全を確認して行う。

☆　研究主題「自ら学び、共に追究する子の育成～『そうぞう』する子をめざして～」
　をめざし組織的な研究を行う。
　・研究推進部が研究の方向性を出し研究全体の推進役を担う。
　・研究教科部が授業研究の推進役になる。
　・令和５年度に授業研究発表会を行う。

☆　教育学部と共同で研究を深める。
　・研究教科部が担当の大学教員と共に研究を行う。

☆　系列の両園との交流活動や保護者参観会等へのはたらきかけにより募集の拡大を図る。　

☆　従来の方法とともにオンラインやホームページなどＩＣＴを活用した募集を展開する。

3.7 4コロナ対応
（二村）

【来年度の改善策】

4.2 ４

【本年度の取り組み】
・新しい生活様式にも大分慣れてきて、基本的な対応はできていた。

【本年度の取り組み】
・ペアやグループでの話し合いを自粛したこともあり、話し合いが上達していない。
・調理や楽器の演奏、理科の実験などでは、飛沫感染などに気を付けて実施できた。

4

【来年度の改善策】
・今後の継続指導をお願いするとともに、後任の先生に関しても助言をいただく。

・マスクを外す、調理するなどの授業は引き続き、気を付けて行っていく。(新しい行動指針で学校のコロナ対応が変更になると思われるが)
・話し合いが今まで以上にできるようであれば、話し合いを増やして技術やコミュニケーション力を伸ばすようにする。

・今の対策を継続する。(新しい行動指針でコロナ対応が変更になったら、それに対応して行う。)

3 3.4教員の資質
向上

（海野）

☆　より志の高い教師を目指す。

【本年度の取り組み】
・学校説明会、オープンスクールなど予定どおり行ったが定員確保につながらなかった。

・問題発生時の事前シミュレーションを行っており、
しっかり対策できていました。
・コロナ対応の方針が明確である点が良い。

・「共に追究する子」目指したい子どもの姿に同感し
ます。コロナ禍にあって難しいのですが、取り組み続
けて欲しいと思います。
・研修での学びを高めていってほしい。共通理解が大
事だと思う。
・コロナ禍であっても研修会を推進した点が評価でき
る。

・保護者の多くがホームページをよく見ていると思い
ます。本園もそうですが、ホームページの工夫を一つ
の手立てと考えています。
・小学校の特色、カリキュラム等は他校に引けを取ら
ないだけに残念ですが、競合校との差は系列校の進学
実績であると思われます。
・橘小ならではの魅力をおおいにアピールしていって
ほしい。
・年々募集の厳しさが増している中で、組織的な募集
活動が必要と感じる。
・少子化が加速する中で、どのように魅力を発信して
いくのかとても難しいと思います。保護者の考え方の
従前よりも一層多様化しています。万人向け、では学
校経営としては面白くないですしね。

・コロナ禍であっても研修会を推進した点が評価でき
る。
・大学との連携が附属校の魅力ですね。文科省の言う
ところの理論と実践の融合が一層なされることを期待
します。
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・生活様式の指示、それに沿った生活ができていまし
た。また元の様式に戻す時が大変かと思います
が・・・
・コロナ対応の方針が明確である点が良い。

児童募集
（海野）

【来年度の改善策】
・競合校との説明会等の日程の重複を避ける。
・募集活動のスタートを秋として、年中年少児対象の説明会を１１月から行う。
・保護者向けの学校公開日を定期的に設定し、少人数で学校見学や学校説明に対応する。
・個別相談会を設定し、オンラインを含めた対応をする。

研　修
（田原）

【来年度の改善策】
・資質向上の成果が令和６年１月の研究発表会に出るようにしたい。

【本年度の取り組み】
・時間の融通が難しいところがあったが、大学の先生の指導助言をいただきながら、各教
科部で研修を進めることができた。
・新しい「そうぞう」というテーマをもとに、試行錯誤しながら進めることができた。

【本年度の取り組み】
・担当の大学教員と連絡を取り合いながら、研修を進めることができた。
・時間の調整が難しいところがあった。

2.8

【来年度の改善策】
・新しい行動の指針が出されたところで、学校のコロナ対応の基準を見直す。(マスク着用、分散下校、黙食など)
・教員同士の共通理解を図るために、生徒指導の月の反省でコロナ対応の枠を設ける。

【来年度の改善策】
・各教科の「そうぞう」に対する考えの共通理解を図り、検討する場を設定する。→夏の小学校研修会に位置づける。
・他大学や企業、行政ともつながっていけるよう模索する。

4.2

・感染対策はしっかりとできていました。
・コロナだからではなく、コロナでも考えやっていき
たい。
・コロナ対応の方針が明確である点が良い。

・ICTを効率よく有効活用していました。
・これからも外部に出て力量を高めていってほしい。
・研修参加の意識が向上するような仕組みを考えた
い。
・コロナが収束し、公私立関係なく交流が進むことを
期待します。互いのよさを伝え合い、磨き合っていき
たいと思います。

☆　ＩＣＴ活用の推進を目指す。

3.4 3.8

☆　支援を要する児童への対応を充実する。
【本年度の取り組み】
・校外の学会、研究会などに積極的に参加する教員がいた。
・ICT活用委員会が中心となって校内の推進を図ることができた。

【来年度の改善策】

4 3.8

【本年度の取り組み】
・全校集会や宿泊先などのルールを守り、しっかりと感染対策できた。

４　その他の重点項目について

評価項目 学校関係者委員会の意見


